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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学ⅠＡⅡＢでの学習内容が基礎となり、数学Ⅲの学習を行う。ここまで学習した内容を十分に理

解しておく必要がある。その知識をもとに教科書の内容を中心に高度な内容や発展的な内容も学習

し数学的な力の育成を目指している。 

 

２ 学習の到達目標 

極限、微分法及び積分法についての理解を大きく深め、知識の習得と技能の高いレベルでの習熟を

図り、事象を数学的に深く考察しわかりやすく表現する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に

活用し、自ら学びに向かう態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c: 数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

極限、微分法及び積分

法に関心をもつとと

もに、それらを事象の

考察に積極的に活用

して数学的論拠に基

づいて正確に判断し

ようとする。 

事象を数学的に考察

し表現したり、思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

することなどを通し

て、極限、微分法及び

積分法における数学

的な見方や考え方を

高いレベルで身に付

けている。 

極限、微分法及び積

分法において、事象

を数学的に表現・処

理する仕方や推論の

方法などの技術を深

く身に付けている。 

極限、微分法及び積

分法における基本的

な概念、原理・法則

などを体系的に理解

し、より高度な知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

・授業への取り組み姿

勢 

・提出物の提出状況 

・提出された問題集用

ノートやプリント等

の取り組み状況 

・定期考査の結果 

・提出された問題集用

ノートやプリント等

の取り組み状況 

・定期考査の結果 

・提出された問題集

用ノートやプリント

等の取り組み状況 

・定期考査の結果 

・提出された問題集

用ノートやプリント

等の取り組み状況 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

極
限 

数列の極限 

無限等比数列 

無限級数 

関数の極限 

三角関数と極限 

関数の連続性 

 

〇 〇 〇 〇 a: 様々な方法を用いて極限を

求める方法に興味関心をもつ。 

b: 無限級数の一般項の極限を

調べることで、その無限級数の

収束、発散を考察したり、直観

的に中間値の定理を理解した

りし、それを用いて方程式の実

数解の存在を考察することが

できる 

c: 極限に関する表記および∞

の記号について理解している。 

d: 様々な極限を応用して、図

形的な問題を処理することが

できる。 

定期考査 

提出物 

１
学
期 

微
分
法 

微分係数と導関数 

導関数と計算 

いろいろな関数の導関数 

第 n 次導関数 

曲線の方程式と導関数 

 

〇 〇 〇 〇 a: 微分係数の図形的意味を考

察しようとしたり、自然対数の

底を考える必要性に興味をも

ち、考察しようとしたりする。 

b: 微分可能性を定義に基づい

て考察したり高次導関数の計

算において第 n 次導関数の形

を予想したりできる。 

c: 導関数を理解し、種々の関

数の導関数を計算できる。 

d: 高次導関数の定義、表記を

理解したり、種々の関数の高次

導関数を求めたり、媒介変数 t

で表された関数の導関数を、t

の関数として表すことができ

る。 

定期考査 

提出物 



１
、
２
学
期 

微
分
法
の
応
用 

接線の方程式 

平均値の定理 

関数の値の変化 

関数のグラフ 

方程式、不等式への応用 

速度と加速度 

近似式 

〇 〇 〇 〇 a: 関数の増減や極値の問題

を、導関数を用いて考察しよう

としたり、方程式や不等式を関

数的視点でとらえ、解決しよう

としたりする。 

b: 平均値の定理を利用して

「導関数の符号と関数の増減」

の関係を証明する方法を、理解

することができる。 

c: 微分係数の意味を理解して

おり、接線の方程式を求めるこ

とができる。 

d: 関数の極大値・極小値や最

大値・最小値を調べる際に、増

減表をかいて考察している。 

定期考査 

提出物 

２
学
期 

積
分
法
と
そ
の
応
用 

不定積分とその基本性質 

置換積分法と部分積分法 

いろいろな関数の不定積

分 

定積分とその基本性質 

置換積分法と部分積分法 

定積分のいろいろな問題 

面積 

体積 

道のり 

曲線の長さ 

 

問題演習 

〇 〇 〇 〇 a: 曲線の方程式が、媒介変数

表示や y＝f(x)の形で与えられ

ているとき、曲線の長さが定積

分を用いて表されることに興

味・関心をもち、活用しようと

する。 

b: 定積分が、図形の計量に関

して有用であることを認識し

ている。 

c: 直線や曲線で囲まれた部分

の面積を、定積分で表して求め

ることができる。 

d: 媒介変数表示された曲線や

直線で囲まれた部分の面積を、

置換積分の考えで計算して求

めることができる。 

定期考査 

提出物 

３
学
期 

数
学Ⅲ

 

問題演習 〇 〇 〇 〇 a:数学Ⅲの内容に髙い関心を

もち、それらの有用性を認識

し、考察しようとしている。 

b: 数学Ⅲの内容を深く考察

し、思考の過程を考察し，数学

的な見方や考え方を身につけ

ている。 

c: 数学Ⅲの内容を高いレベル

で理解し、活用することができ

る。 

d: 数学Ⅲの内容より深い部分

まで理解し、知識を身につけて

いる。 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


